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上：坂本中部地協議長によるあいさつ 
中：平和学習会の様子 
下：私鉄総連大島さんによるアピール提案 
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コロナウイルス感染拡大予防の観点から長く中部地協主催事業が開催出来ていませんでしたが、

７月２２日（水）に「２０２０ピースウォーク」を開催しました。 

予定していたデモ行進は開始直前に降り出した雨により中止となり、会場を倉吉体育文化会館に

移して感染予防対策を施して平和学習会を開催しました。学習会では参加者全員による黙とうのあ

と「戦後 75 年をむかえて～昭和戦争期の鳥取～」と題して、鳥取市歴史博物館の横山展宏学芸員か

ら、私たちが暮らすこの地域での太平洋戦争開戦当時から終戦まで世相や、鳥取市に設置されてい

た陸軍部隊の様子などを豊富な資料を基に解説していただきました。 

講演中「情報の少ない中にあって、軍部の情報操作により世情が形成されていった」「戦時中『軍

神の家族』ともてはやされた家が終戦により手の平を返すような仕打ちを受けた」とのお話は今も

変わらず、私たちが注意しなければならない視点であり、気を付けなければなりません。 

また、「ご自宅の祖父母、曾祖父母が残された遺品も当時の歴史的事実を照らし合わせることで資

料としての価値が出てくる」そうです。この機会に改めてご家族で当時を振り返ってみてはいかが

でしょう。 

学習会には、推薦議員の伊藤県議会議員、福井倉吉市議会議員、津川北栄町議会議員をはじめ、

60 人の参加をいただき、集会最後には私鉄総連の日ノ丸倉吉分会の大島さんにより提案したアピー

ル文を採択して閉会しました。 

安部政権の支持率が低迷し、衆議院の解散も取りざたされる昨今 

ですが、改めて「私たちの暮らしと政治との関り」について学ぶた 

め、各組合三役を対象に「政治学習会」を開催します。 

  積極的なご参加をお待ちしています。 

とき：８月７日（金）１８：３０～ 

場所：倉吉シティホテル 


